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合同会社牧ノ原バイオガス発電所

一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所

一般社団法人バイオガス発電

アーキアエナジー株式会社

株式会社ゲネシス

野里電気工業株式会社

合同会社牧ノ原バイオガス発電所説明会資料
（再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法に基づく説明会）

説明会ID ：00006870
開 催 日 ：2025年7月18日
開催場所 ：静岡県牧之原市白井７４９-２０ 株式会社ゲネシス２階会議室内



資料の文中の色につきまして

経済産業省資源エネルギー庁より再生可能エネルギーの固定価格買取制
（FIT）に基づく再生可能エネルギー発電事業計画変更等認定申請の際、
再エネ特措法に基づく説明会及び事前周知措置実施において必要とされる

回答要求・質問事項を青にて記述しております

回答に関しましては、赤字で記述しております

2



3

合同会社牧ノ原バイオガス発電所概要

・合同会社牧ノ原バイオガス発電所の経緯

・関係法令遵守状況

・土地権原取得状況



合同会社牧ノ原バイオガス発電所経緯その１ （変更前）

認定申請・取得を行った事業者 :   合同会社牧ノ原バイオガス発電所
変更前 法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人バイオガス発電

職務執行者 櫻井 和儀

東京都中央区日本橋兜町５－１
兜町第1平和ビル 7階

設 備 認 定 取 得 日 : 2015年10月02日
設 備 I         D :  MM24232C12
担 当 経 済 産 業 局 : 関東経済産業局
・電 源 種・発電設備区分 : バイオマス（メタン発酵ガス（バイオマス由来））
・設 置 形 態 : 事業者が所有
・発 電 設 備 の 名 称 : 牧ノ原ハイオガス発電所
・実 施 場 所 : 静岡県牧之原市白井７４９－２０

・出 力 : 650 kW （発電出力 375 kW x ２基）
・処 理 能 力 : 廃棄物80ｔ／日
・災害時の活用可能性（パワーコンディショナーの自立運転機能の有無及び給電用コンセントの有無）

: 無し
・事業区域の面積（㎡） : 4,522 ㎡ 面積に進入路面積は含まれない。
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合同会社牧ノ原バイオガス発電所の経緯その２
登録住所・職務執行者の変更 (事後変更を提出・受理）

認定申請・取得を行った事業者 :   合同会社牧ノ原バイオガス発電所
変更前

旧住所： 東京都中央区日本橋兜町５－１ 兜町第1平和ビル 7階
法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人バイオガス発電

職務執行者 櫻井 和儀

変更後
新住所： 東京都港区芝大門２－１２－３ 共生ビル２号館7階
法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人バイオガス発電

職務執行者 岡田 育大
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合同会社牧ノ原バイオガス発電所の経緯その３

代表社員の変更(変更認定申請 : 認定事業者の密接関係者の変更)

変更認定申請・取得を行った事業者:   合同会社牧ノ原バイオガス発電所

変更前 法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人バイオガス発電

職務執行者 岡田 育大

変更後 法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所

職務執行者 岡田 育大

理由：GK持分譲渡契約
一般社団法人バイオガス発電→一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所
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合同会社牧ノ原バイオガス発電所における代表社員の変更後
(変更認定申請:認定事業者の密接関係者の変更)
変更認定申請行った事業者 :   合同会社牧ノ原バイオガス発電所
変更後 法人の代表者氏名 (役職)  : 代表社員 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所

職務執行者 岡田 育大

東京都港区芝大門２－１２－３
共生ビル２号館7階

設 備 認 定 取 得 日 : 2016年07月28日
売 電 開 始 日 ： 2017年04月05日
設 備 I         D :  MM24232C12
担 当 経 済 産 業 局 : 関東経済産業局
・電 源 種・発電設備区分 : バイオマス（メタン発酵ガス（バイオマス由来））
・発 電 設 備 の 名 称 : 牧ノ原ハイオガス発電所
・実 施 場 所 : 静岡県牧之原市白井７４９－２０

・出 力 : 650 kW （発電出力 375 kW x ２基）
・処 理 能 力 : 廃棄物80ｔ／日
・災害時の活用可能性（パワーコンディショナーの自立運転機能の有無及び給電用コンセントの有無）

: 無し
・事業区域の面積（㎡） : 4,522 ㎡ 面積に進入路面積は含まれない。 7



関係法令遵守状況
手続の要否、許可等の取得状況、取得手続のスケジュール及び法令を遵守するための実施体制について

再エネ発電事業の実施のために必要な認定申請要件許認可
・再生可能エネルギー設備認定（FIT）経済産業省資源エネルギー庁 : 

平成27年(2015年）10月設備認定取得済
・建築基準法第51 条但し書き（都市計画審議会）
・廃掃法第15 条（産業廃棄物処理施設）設置許可
・都市計画法に基づく開発許可 手続き済 第29 条（開発許可）
牧之原市で都市計画法に基づく開発許可が必要となるのは、都市計画区域内または準都市計画区域内で
3,000平方メートル以上、都市計画区域外で10,000平方メートル以上の開発行為を行う場合です。

・牧之原市土地利用事業の適正化に関する指導要綱 手続き済
牧之原市土地利用事業の適正化に関する指導要綱は、市内の1,000平方メートル以上の土地で土地利用事業を
行う際に、災害防止と良好な自然・生活環境の確保を目的に、手続きを定めたものです。具体的には、森林の

転用に関する制限や、自然環境の保全措置などが規定されています。

再生可能エネルギー発電事業に係る関係法令手続状況報告書に記載の法令に基づく許認可・届出等
・（別紙参照：再生可能エネルギー発電事業に係る関係法令手続状況報告書）49～50頁参照

2025年5月15日、16日に各該当する牧之原市各部署と静岡県県庁の該当部署を訪問し再度確認
条例において、自然環境・景観の保護等を目的として、再エネ発電事業の実施に当たっての開発や、
再エネ発電設備等の工作物の設置に当たって許認可・届出等を求めている場合にあっては、当該許認可・届出等
〔施行規則第４条の２の３第２項第３号ロ〕
バイオマス（メタン発酵ガス（バイオマス由来））に関しては該当はありません
実施体制
・（別紙参照：牧ノ原ハ◌゙イオカ◌゙ス発電所 事業実施体制図）51頁参照
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土地権原取得状況

・土地権原取得状況として、次の事項について説明すること。
再エネ発電設備の設置場所に係る所有権その他の使用の権原の取得有無
説明会開催時点で取得できていない場合は、その取得状況〔施行規則第４条の２の３第２項第３号ハ〕

所 在：静岡県牧之原市白井字五反田
地 番： ７４０番２０
地 目：宅地
地 積：9,828.46 ㎡
売買履歴：2015年12月11日 売主 東和運輸倉庫 買主 合同会社牧ノ原バイオガス発電所

2017年2月16日 売主 合同会社牧ノ原バイオガス発電所
買主 野里電気工業株式会社

事業用地面積： 4,522 ㎡ （契約上の面積： 9,828.46 ㎡ ）
・2017年2月16日 売買契約締結済
（売主： 合同会社牧ノ原バイオガス発電所 、買主：野里電気工業株式会社）
※現所有者： 野里電気工業株式会社

・2016年３月１日 「地上権設定」締結
（土地所有者： 野里電気工業株式会社 、地上権者：合同会社牧ノ原バイオガス発電所）
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会社概要

合同会社牧ノ原バイオガス発電所

一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所

一般社団法人バイオガス発電

アーキアエナジー株式会社

株式会社ゲネシス

野里電気工業株式会社



設 立 平成27年（2015年）2月23日

目 的 1.  バイオガス発電等の再生可能エネルギーによる発電事業及びその管理・運営
並びに電気の供給及び販売等に関する業務

2. 前号に附帯する一切の業務

資本金額 ２００万円

令和7年（2025年）6月3日
東京都中央区日本橋兜町５－１ 兜町第1平和ビル 7階より本店移転
新住所： 東京都港区芝大門２－１２－３ 共生ビル２号館7階

業務提携契約：平成29年（2017年）3月13日 株式会社ゲネシス

環境保全協定：平成28年（2016年）2月7日 牧之原市白井区区長 大石様、株式会社ゲネシス,
合同会社牧之原バイオガス発電所３社間

代表社員 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所
職務執行者 岡田 育大

社員に関する事項

合同会社牧ノ原バイオガス発電所・概要 （2025年7月18日現在）
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設 立 平成27年（2015年）2月23日

目 的 当法人は、バイオガス発電の発展を社員共通の目的とするとともに、その目的
に資するため、次の事業を行う。
1.  バイオガス発電等を行う事業をその目的とする会社の株式、出資持分、特定持分
等の取得、保有及び処分

2. その他前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業

令和7年（2025年）6月3日
代表理事 岡田 育大 就任
幹事 柿内 泰文 就任

令和7年（2025年）6月5日
東京都中央区日本橋兜町５－１ 兜町第1平和ビル 7階より本店移転
新住所： 東京都港区芝大門２－１２－３ 共生ビル２号館7階

代表社員 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所
職務執行者 岡田 育大

社員に関する事項

一般社団法人バイオガス発電・概要 （2025年7月18日現在）
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設 立 令和７年（2025年）3月21日

目 的 （１）以下に掲げる事業を、その目的とする株式会社、特例有限会社の株式、合同会
社の持ち分または特定目的、会社の特定、出資等の取得、保有及び処分
① 再生可能エネルギーによる発電事業及びその運営、管理、並びに電気の
供給販売

② 再生可能、エネルギー事業を行う法人への貸付、出資、その他各種権利の
取得、保有及び処分

③ 再生可能エネルギー事業に関する資産を信託財産とする信託に関する信託
受益権の取得、保有及び処分

④ 再生可能エネルギー事業に関する不動産、地上権その他の不動産の利用権
その他資産の売買、賃貸、管理、取得、保有、保有処分及び利用

⑤ 投資対象としての再生可能エネルギー事業に関する設備の設置、運用及び
保守管理等に関する指図

⑥ 投資した再生可能エネルギー事業に関する不動産の売却、賃貸、管理、取
得、保有、処分及び利用等に関する指図

（２）前項各号に掲げる事業に付帯または関連する事業

住 所 東京都港区芝大門２丁目１２番３号

代表社員 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所
職務執行者 岡田 育大

社員に関する事項

一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所・概要 （2025年7月18日現在）
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代表取締役 植田 徹也（西東京リサイクルセンター 代表取締役・うるまBNセンター 代表取締役）
取 締 役 大橋 徳久（ゲネシス代表取締役）
社外取締役 飯田 善 （弁護士・西東京リサイクルセンター監査役）
社外取締役 菅野 智昭（野里電気工業 代表取締役副社長）
社外監査役 岩本 浩司 (野里電気工業 執行役員 管理事業副本部長）

役 員

アーキアエナジー株式会社・概要 プロジェクト企画・運営

設 立

資 本 金

住 所

関連会社

設 立 平成27年（2015年）1月15日

5,300万円 （資本準備金 1億円）

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-13-1 古澤ビル2F

株式会社ゲネシス （静岡県）
株式会社西東京リサイクルセンター （ 東京都 )
株式会社うるまBNセンター

（2025年7月18日現在）

株 主 植田 徹也（代表取締役）
野里電気工業株式会社
京葉ガスエナジーソリューション株式会社
西松建設株式会社
飯田 善（社外取締役）
従業員
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代表取締役 大橋 徳久（アーキアエナジー 取締役）
代表取締役 植田 徹也（西東京リサイクルセンター 代表取締役・うるまBNセンター代表取締役）
取 締 役 松村 健太郎

役 員

株式会社ゲネシス・概要 オペレーション

資 本 金

住 所

関連会社

7,000万円

〒105-0001 静岡県牧之原市白井749番地20 

株式会社アーキアエナジー （ 東京都 ）
株式会社西東京リサイクルセンター （ 東京都 )
株式会社うるまBNセンター

（2025年7月18日現在）

株 主 株式会社アーキアエナジー
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代 表 取 締 役 社長 ： 藤川 雅浩

代 表 取 締 役 副社長 ： 菅野 智昭

常 務 取 締 役 ： 後藤 尚

取 締 役 ： 館 隆之介

取 締 役 : 松谷 論

取 締 役 :  岩本 浩司

取 締 役 （非常勤） ： 安東 治 野里エンジニアリング株式会社代表取締役社長

監 査 役 :   松永 直樹

上 席 執 行 役 員.     安全統括本部長 :  西村.  辰也
執 行 役 員 工務事業本部 大阪工務本部長 ： 藤本 良一
執 行 役 員 企画本部長 ： 松田 壮正
執 行 役 員 営業事業本部 営業本部長 : 髙橋.  憲久
執 行 役 員 工務事業本部 名古屋支店長 :  岸田.  道孝

役 員

野里電気工業株式会社・概要 土地・設備の所有者

資 本 金

住 所

2億8,000万円
大阪本社 〒555-0022

大阪市西淀川区柏里2-4-1

設立年月日 昭和22年（1947年）2月10日

事業内容 ・ 一般建築、プラント・工場施設の電気設備工事

・ 制御システムの設計・製作・据付

・ 駐車場管理システムの設計・施工・保守管理

・ バイオガス発電システムの設計・施工

・ 太陽光発電システムの設計・施工
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・ 事業の構成

・ 今後のスケジュール

・ 立地場所

・ 牧ノ原バイオガス発電所レイアウト
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牧ノ原バイオガス発電所プロジェクト構成



放流基準値以下まで浄化をおこない下水放流

地元
収集運搬会社

地産地消の再生エネルギーの電源として
電力会社へ売電
※約1500世帯への電源の供給が可能

事業の構成

2025年07月18日～2025年08月31日 質問募集
2025年10月20日頃 ～ 事業認定申請提出
2025年12月 ～ 2026年01月 受理

廃棄物収集機能

電気

中間処理業（メタン発酵）

施設：メタン発酵・破砕分離・排水処理・発電設備など
品目： 動植物性残渣・廃酸・廃油・汚泥

合同会社牧ノ原バイオガス発電所
� 本施設を所有する会社
※施設の運転は株式会社ゲネシスへ業務委託をおこなう

発電事業
発電出力：1,100kW

今後のスケジュール
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牧ノ原バイオガス発電所 概要・立地場所

地積図

◆白井工業団地内区画
住所：静岡県牧之原市白井749番地20
地目：工業専用地域
面積：9828m2（平地面積4520m2）
※）東和運輸倉庫様（現所有者）と土地売買に
関する覚書を締結済

エコアクション２１取得・環境保全協定締結

◆今後の計画
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合同会社牧ノ原バイオガス発電所

合同会社牧ノ原バイオガス発電所
牧之原バイオガス発電所

発酵タンク

（株）ゲネシス

発電施設

酸発酵槽

前
処
理
棟



門扉

ガスエンジン発電機牧ノ原バイオガス発電所レイアウト
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フェンス H=1800

フェンス H=1800

フェンス H=1800

合同会社牧ノ原バイオガス発電所



牧之原バイオガス発電所概要
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合同会社牧ノ原バイオガス発電所



バイオガス発電事業につきまして
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・バイオガスとは？

・バイオガスの流れ

・自治体（市区町村）におけるバイオガスの位置づけ

・地元への貢献



バイオガスとは？
バイオガス発電所で行われるメタン発酵とは、酸素のない状態（嫌気）環境において
微生物が原料に含まれる有機物を分解して、エネルギーを得る反応を言います。
メタン発酵を行う微生物はメタン生成細菌と呼ばれます。

生ごみがメタン発酵設備ではバイオマス燃料となります 嫌気性発酵 バイオガスの生成

この反応で生成されるガスをバイオガスと呼びます。
バイオガスは主に６０％がメタンガス、４０％を二酸化炭素が占めています。
その他に、硫化水素や窒素、微量の水蒸気が含まれます。

本設備では、湿式・中温発酵を採用しております。この方法は世界で最も多く採用されており、長期にわた
る安定的な運転が可能です。
注）湿式：原料の含水率を90％前後に調整した後、発酵タンクへ投入する方法。従来、焼却処理に向いてい
ないとされていた含水率の高い生ごみなどに適しています。

中温発酵 高温発酵

運転温度 35～42℃ 50～55℃

分解速度（発酵槽内滞留時間） 約20～30日 約10～15日

有機物負荷 中 高

運転の安定性 安定 不安定

25



消化液

食品工場など

地元業者による廃棄物収集

熱エネルギー

ガス

液肥利用
（肥料）

排水処理

地元の農業

発電機

電気エネルギー

分別処理
発酵

農作物

食品

消費者

廃棄品

生ごみ

バイオガス発電所

リサイクル
各出資者

地元の雇用

リース会社

地元銀行

農業法人の誘致

電力会社による送電

生ごみ

廃プラ
金属類

バイオガスの流れ

4
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自治体（市区町村）におけるバイオガスの位置づけ

あ

家庭ごみ・事業系ごみの排出 分別収集まではやっている

水分の多い生ごみを含むため、
補助燃料費もかかり、焼却炉そ
のものの傷みも早くなる。

エネルギー化を加える

売電収入

CO2削減 環境保護

下水汚泥
浄化槽汚泥

災害時電源

温水供給

生ごみ

運転経費増加・炉の寿命短縮

Copyright 2024 Archaea Energy Inc. All Rights Reserved.

水分の多い生ご
みを含まないた
め、補助燃料を
節約でき、焼却
炉の維持保全に
とって良い効果
がでる。

経費削減

生ごみと
緑のごみ
を他から
分別収集

新しい流れ
生ごみは

バイオガスへ

収集

バイオガス発電を
組み合わせることで

自治体に大きなメリット

雇用創出

27

バイオガス発酵槽・発電所



牧ノ原バイオガスで実現する４つのこと

• 地元の建築およびその他工事に、地元工事業者を積極的に登用
• 原料の集荷は地元の収集運搬事業者と提携
• 雇用の創出（当工場では20名ほどの地元雇用を創出）

• 環境教育の場として見学者を積極的に受入
• 障がい者の積極的雇用
• 地元へのイベント等への積極的な参加
• 地元との環境保全協定の締結
• 地元との防災協定の締結
• 当施設から排出される消化液・排熱を活用した新たなビジネス機会の
創出を企図（産学官連携事業）

• 従来、焼却処理される食品残渣からエネルギーを生産

• 地域から出る食品残渣を原料とし、エネルギーを地元で消費する

地元への貢献

新しい産業の振興

エネルギーの地産地消

環境への貢献

地域の活性化

牧ノ原バイオガス発電所の理念

バイオガス事業には地域に根差
した事業展開が必須

牧之原市
• 食品リサイクル法
• 牧ノ原市ごみ処理基本計画
• 牧之原市環境計画

理念が合致

白井市とアーキアエナジー株式会社、株式会社白井BNセンター、京葉ガスエナジーソリューション株式会社は、バイオガス発電施設の整備、
及び食品リサイクル、再生可能エネルギーの利用の促進に関する基本的事項について協定を締結致しました。（2022年12月22日）

28

アーキアエナジー株式会社



開発にあたって
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① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置
その1 斜面への設置、盛土・切土、地盤強度、排水対策、法面保護・斜面崩落防止対策

防災施設の先行設置（防災施設を適切な箇所に設置）、
設備設計 （傾斜地及び地盤の形状、台風や地震などの災害による影響、風圧荷重、積雪荷重、

地盤の支持力、必要な根入れ深さ（土かぶり）等を考慮した基礎設計の概要 ）
施工後の管理の継続性(維持管理計画及び実施体制の概要)、 事業終了後の措置
景観面への影響、再エネ発電設備の高さ、敷地境界線から設備までの距離、山頂、尾根線、
丘陵地稜線、高台、傾斜地への設置の該否、適切な予防措置を講ずる。
周辺環境との調和を図るための発電設備・附属設備の設計の変更

その2 騒音
その3 振動
その4 臭気対策
その5 大気保全対策

② 代表的な施設環境対策 自然環境・生活環境面の影響及び予防措置
その1 水の汚れ、排水処理、燃料保管・搬入等に伴う生活環境への影響

（交通/ばい煙・粉じん/臭気等）
その2 廃棄物の処理及再エネ発電事業に伴い生じ得る廃棄物の撤去等に関する影響及び予防措置

FIT売電期間終了後

・回答要求・質問事項：（青）
・回 答：（赤）



斜面への設置 設置場所の勾配及び当該勾配を踏まえた事業への影響及び予防措置 斜面なし
盛土・切土 盛土・切土による事業への影響及び予防措置

盛土・切土による事業への影響及び予防措置を考慮し設計・開発を行います
地盤強度 地盤強度や、事業への影響及び予防措置

地盤強度や、事業への影響及び予防措置を考慮し設計・開発を行います

排水対策 水処理施設を設置し、排水放流基準値未満まで浄化し公共下水へ排水します
法面保護・斜面崩落防止対策

法面保護・斜面崩落防止対策として諸条件や周辺環境、施工後の維持管理等を考慮し、実施する法面
保護・斜面崩落防止策を行い設計・開発を行います

防災施設の先行設置 防災施設を適切な箇所に設置した設計・開発を行います

設備設計 傾斜地及び地盤の形状、台風や地震などの災害による影響、風圧荷重、積雪荷重、
地盤の支持力、必要な根入れ深さ（土かぶり）等を考慮した基礎設計に基づいて設備設計を行います

施工後の管理の継続性維持管理計画及び実施体制の概要
維持管理計画と事業実施体制図を作成。これに基づいて維持管理を行う。頁51をご参照ください

事業終了後の措置 発電開始20年後のFIT終了後も工場は稼働する為、設備撤去は考えていません

景観面への影響 ・再エネ発電設備の高さ 発電機 ：１０m、発酵タンク：１３m 
・敷地境界線から設備までの距離 ：約５ｍ（振動なし排水処理施設） ～ 約１２m（発電機）
・山頂、尾根線、丘陵地稜線、高台、傾斜地への設置の該否 無し

適切な予防措置
周辺環境との調和を図るための発電設備・附属設備の設計の変更
（色・デザイン・意匠等の変更、反射の影響を軽減する素材の使用、仮設設備を避ける、設備の向きや傾斜について
統一感のある設計とする等）や、（周辺の主要な眺望点や住居・道路等からの眺望への配慮（植栽、緩衝帯の設置、

目隠しなどの設置等） 該当無し
30

① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その１
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① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その2

騒 音 発電エンジンは１台ずつ防音防振対策をした専用コンテナ内で稼働します
また、処理機械はすべて建物屋内に設置してありラバーマウントを用い、
稼働時の振動・騒音は外部へ漏れません
静岡県騒音規制値

騒音発生機器は建屋内に設置し、建屋の壁は防音効果の高いものを採用します
屋外に設置する機器は防音対策を施します
設備の日常点検、定期点検の実施、記録します
設備機器には極力低騒音型を用います
設備の異常時には、速やかに運転を停止し、必要に応じてメーカー等に修理を依頼します
廃棄物運搬車両は、急発進などを行いません
また、場内での荷役作業は建物内で行い車両の待機は公道の道路上ではなく場内の
車両待機所にて待機させます
（受け入れは事前に FAX 等で受付をし、時間の調整ができた車両のみ搬入するので
基本的に集中しません）

騒音規制法の規制基準表

地域の区分
（都市計画法における用途地域のうち、

おおむね下記の地域）

時間の区分

午前8時から
午後7時まで

午前6時から
午前8時まで
及び

午後7時から
午後10時まで

午後10時から

翌朝午前6時まで

第4種区域 •工業地域
•工業専用地域 70デシベル 65デシベル 60デシベル



32

① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その３

振 動
振動発生機器は防振対策を施し設置します
工場建屋内に設置する機器はアンカーを打ち、ボルトにて固定を行います
建屋内のため周囲への拡散は防止できます
設備の日常点検、定期点検の実施、記録します
設備の異常時には、速やかに運転を停止し、必要に応じてメーカー等に修理を
依頼します
廃棄物運搬車両は、急発進などを行わなわない様にします
また、場内での荷役作業は建物内で行います
車両の待機は公道の道路上ではなく場内の車両待機所にて待機させます
（受け入れは事前に FAX 等で受付をし、時間の調整ができた車両のみ搬入する
ので基本的に集中しません）
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① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その４

臭気対策 搬入車両の投入作業については、すべて脱臭装置が作動している建物屋内で
行います

その後、発酵タンクに送られ発酵タンク内は空気と接触しない嫌気状態を
保ちます。発酵タンクで発生したバイオガスは配管で送られフィルターを
通した後、発電エンジンで完全燃焼します

臭気の測定を定期的に実施し、記録します

活性炭吸着装置により脱臭を行います

エアカーテンの設置、建物内を陰圧に保つことにより臭気が外部に出ないようにします
密閉された車両（コンテナ容器やパレット積みのものをウイング車、液状汚泥状の
ものをローリー車や汚泥吸引車で）を用い、深ダンプのような車両については
天蓋付、もしくは防水シートを取り付けます
(搬入も搬出も同じ方式)。
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① 代表的な施設環境対策 安全面の影響・自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その５

大気保全対策 建屋のシャッター開放部は常時シートシャッターを使用し、粉じんの外部飛散
を防止します
建物内を陰圧に保つことにより、臭気が外部に出ないようにします
発電設備の保守・維持管理を徹底し、公害防止対策を確実に講ずることで、
大気に対する影響の回避、低減を行います
発電機故障等非常時の際、メタンガスを大気に放散させない様、
ガスフレアーにより余剰ガスを全量燃焼させます
発電装置のNox値低減の為、ガスエンジンに酸化触媒方式（排ガスエミッション）
装置を採用しています
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② 代表的な施設環境対策 自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その1

水の汚れ／濁り メタン発酵後の廃液（消化液）は、場内に設置した水処理施設により、
排水処理 市の排水処理基準値以下まで浄化し、公共下水に放流します

計画施設に適用される排水基準を満たす処理能力を有する排水施設です
将来的に消化液の一部は液肥原料として地域の農業利用に役立てます
排水は、法で定められた水質検査を実施し、結果を保存します

燃料保管・搬入等に伴う生活環境への影響（交通/ばい煙・粉じん/臭気等）
交 通 廃棄物運搬等

搬 入 時 間 ： 午前２時から午後８時
搬 入 車 両 台 数 ： １日最大50～60台 １５分位に1台程度（予約制）
搬入の際は時間予約を事前に行い、道路上での待機をさせません
・廃棄物運搬車両は、急発進などを行いません
・場内での荷役作業は建物内で行います
・車両の待機は公道の道路上ではなく場内の車両待機所にて待機させる
（受け入れは事前に FAX 等で受付をし、時間の調整ができた車両のみ
搬入するので基本的に集中しません）

ばい煙・粉じん 燃やすものは無い為、ばい煙・粉じんはありません



廃棄物の処理及再エネ発電事業に伴い生じ得る廃棄物の撤去等に関する影響及び予防措置
FIT売電期間終了後
・ 設備の廃棄に係る廃棄費用の総額： 4,500万円（2017年工場設立時見積）
・ 廃棄費用の算定方法： 業者見積を計上
・ 廃棄費用の積立開始時期及び終了時期：2036年2月 ～ 2037年3月
・ 廃棄費用の毎月の積立単価： 20年間のFIT期間最終月に計上します
・ （太陽光発電事業の場合）太陽光パネルのメーカー名、製造期間及び 鉛 ・ カドミウム ・ ヒ素 ・

セレンの４物質の含有情報 バイオマス（メタン発酵ガス（バイオマス由来））の為、該当しません
・ 設置及び解体工事に伴って発生する産業廃棄物の種類（汚泥、コンクリートがら、その他廃材等）
及び残土の種類（掘削残土・浚渫残土等）ごとの排出見込量
発電開始20年後のFIT終了後も工場は稼働する為、設備撤去は考えていません

・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号）等の関係法令への遵守体制等
発電開始20年後のFIT終了後も工場は稼働する為、設備撤去は考えていないが工場の老朽化に伴
う建替え、修繕や改造等に於いて生じる廃棄物処理の撤去等に関しましては、適正な業者に依
頼し廃棄物の排出を抑制及び廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理を
適切に行います
生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る為、事業実施の遵守体制を整えます

・ 土地開発に係る許認可等に基づき、発電事業終了後の土地の原状回復義務を負う場合にあっては、
その内容
発電開始20年後のFIT終了後も工場は稼働する為、設備撤去は考えていません

36

② 代表的な施設環境対策 自然環境・生活環境面の影響及び予防措置 その２



参考資料
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・羽村バイオガス発電所・株式会社西東京リサイクルセンター

・牧ノ原バイオガス発電所・株式会社ゲネシス

・特殊肥料登録（はむらのちから、まきのはらのちから）

・資源循環 ヤオコー様（スーパーマーケット）の取組み

・環境教育の取組み

・リサイクル報告書（C O 2  削減効果・推定発電量）
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・羽村バイオガス発電所
発電出力：1,100 ㎾

・株式会社西東京リサイクルセンター
（ メタン発酵ガス製造・供給社 )
2020 年 8 月稼働開始

関連施設 羽村バイオガス発電所



参考） 羽村バイオガス発電所内一覧
工場全景 A：前処理棟（受入ピット） A：前処理棟（分別機）

B：発酵タンク C：発電機 D：排水処理設備

A:前処理棟

C:発電施設

B:発酵タンク

D:排水処理設備

パッカー車、大型コンテナ車、バキューム車等受入可能 プラスチック容器でも対応可能

1,700㎥発酵タンク×2基 550kw/h発電機×2基 工場内に大型排水処理設備完備

39



受入できるもの （全てプラスチック容器に入ったままでOK。）

受入対象外のもの

食品リサイクル分別マップ

骨のみ卵殻のみ

ビン・缶
金属 類

貝殻・蟹殻のみ

冷凍食品 野菜・果物類 お弁当・惣菜 肉・魚製造工程残さ
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西東京リサイクルセンター搬入物一覧

廃製品

調理麺＋米飯

野菜①

野菜② おにぎり

調理残さ（袋入り）
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42

特殊肥料登録（はむらのちから）



特殊肥料登録（まきのはらのちから・はむらのちから）

43



参考）特殊肥料「はむらのちから」施肥の様子

44



ヤオコー様（スーパーマーケット）の取組み 資源循環

羽村バイオガス発電所 『はむらのちから』を
ヤオコーファームへ漉込み

作付け（ブロッコリー） 作付け（ブロッコリー）

２０２３年３月５日 ヤオコー様 フェイスブックより
45



参考） 環境教育への取組み

実施日 対象 内容
2021年11⽉23⽇ ⽻村市教育委員会

（市⺠向け）
出前講座
（環境教育）

2022年2⽉10⽇ ⽻村市武蔵野⼩学校
（⼩学⽣向け）

出前講座
（環境教育）

2022年10⽉22⽇ 福⽣市⽣活環境部
（市⺠向け）

現地講座
（環境教育）

2022年10⽉27⽇ 神奈川県産業資源循環協会
（⾏政向け）

現地講座
（施設⾒学）

2022年10⽉28⽇ ⽻村市武蔵野⼩学校
（⼩学⽣向け）

出前講座
（環境教育）

環境教育の取組みの実績

2022年11月4日 西多摩新聞 2022年2月28日 循環経済新聞
46



参考）リサイクル報告書（CO2削減効果・推定発電量）

再エネ由来の電気でCO2排出量削減

CSR活動での企業価値向上

食品リサイクルを通じて
エネルギー循環に貢献
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・別紙 再生可能エネルギー発電事業に係る関係法令手続状況報告書

・別紙 牧ノ原バイオガス発電所 事業実施体制図



別紙 再生可能エネルギー発電事業に係る関係法令手続状況報告書

49

2025 年 6 月 29 日 

 

申請者 事業者名  合同会社牧ノ原バイオガス発電所 

                           代表者氏名 一般社団法人牧ノ原バイオガス発電所 

         職務執行者 岡田 育大 

 

再生可能エネルギー発電事業に係る関係法令手続状況報告書 

 

 再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法第９条第４項に基づく同法施行規則第５条の２

第３号、第４号の認定基準を満たし、又は満たすことが見込まれることについて、再生可能エネルギー発電設

備の設置場所に係る関係法令（条例・規則を含む。）及び当該法令の手続状況を下記のとおり提出します。 

 

１．関係法令確認に係る再生可能エネルギー発電設備（注１） 

事業者名 合同会社牧ノ原バイオガス 

発電設備の区分（注２） M 

□区分Ａのうち注２に掲げる書類を申請時に提出できる場合 

発電設備の出力（kW） 650 

発電設備の名称 牧ノ原バイオガス発電所 

発電設備の設置場所 静岡県牧ノ原市白井 749 番地 20 

 

２．発電設備の設置場所に係る関係法令への該当状況（注３） 

 項 目 
該当の

有無 

現況 

(有の場合のみ) 
確認・手続先 

１ 
国土利用計画法に基づく土地売

買等届出（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

( 年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名： 牧之原市都

市住宅課 

担当者名（役職）： 本杉康（主査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2633 

２ 
都市計画法に基づく開発許可

（※） 

■有 

□無 

■手続済 

□手続中 

□手続予定 

( 年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名： 牧之原市都

市住宅課 

担当者名（役職）： 本杉康（主査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2633 

３ 

河川法に基づく工作物新築等許

可、河川区域内の土地占用・掘削

許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

( 年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市建設

課 

担当者名（役職）： 佐々木達矢（主

査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2628 

４ 

港湾法に基づく港湾区域内の水

域又は港湾隣接地域における占

用許可、臨港地区内の行為届出 

（注４） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市建設

課 

担当者名（役職）： 佐々木達矢（主

査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2628 

５ 
海岸法に基づく海岸保全区域等

内の占用・行為許可（注５） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：静岡県御前崎

港管理事務所総務課 

担当者名（役職）：小野田誠二（主査） 

連絡先(TEL)：0548－63－2173 

６ 

急傾斜地の崩壊による災害の防

止に関する法律に基づく急傾斜

地崩壊危険区域内の行為許可

（注６） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市建設

課 

担当者名（役職）： 佐々木達矢（主

査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2628 

７ 

砂防法に基づく砂防指定地にお

ける行為許可、砂防設備の占用

許可（注６） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市建設

課 

担当者名（役職）： 佐々木達矢（主

査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2628 

８ 

地すべり等防止法に基づく地す

べり防止区域内又はぼた山崩壊

防止区域内の行為許可（注６） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市建設

課 

担当者名（役職）： 佐々木達矢（主

査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2628 

９ 
景観法に基づく景観計画区域・

景観地区内の行為届出 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名： 牧之原市都

市住宅課 

担当者名（役職）： 本杉康（主査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2633 
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16 
自然環境保全法に基づく自然環

境保全地域内の行為許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県自然保

護課 自然保護・管理班 

担当者名（役職）：笠原淳也（技師） 

連絡先(TEL)：054－221－2719 

17 

絶滅のおそれがある野生動植物

の種の保存に関する法律に基づ

く生息地等保護区の管理地区等

内の行為許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県自然保

護課 自然保護・管理班 

担当者名（役職）：笠原淳也（技師） 

連絡先(TEL)：054－221－2719 

18 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟

の適正化に関する法律に基づく

鳥獣保護区の特別保護地区の区

域内の行為許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県自然保

護課 自然保護・管理班 

担当者名（役職）：笠原淳也（技師） 

連絡先(TEL)：054－221－2719 

19 

環境影響評価法・条例に係る環

境影響評価手続 

(環境影響評価手続における事業

名称：          ) 

 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県生活環

境課環境影響評価班 

担当者名（役職）：花嶋紗世（主任） 

連絡先(TEL)：054－221-2268 

20 

宅地造成及び特定盛土等規制法

に基づく宅地造成等工事規制区

域内・特定盛土等規制区域内の

工事許可（注６）（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名： 牧之原市都

市住宅課 

担当者名（役職）： 本杉康（主査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2633 

21 

その他の法律・条例に係る手続

（注７） 

（法令名：牧之原市土地利用事業の

適正化に関する指導要網） 

■有 

□無 

□確認

中 

■手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名： 牧之原市都

市住宅課 

担当者名（役職）： 本杉康（主査） 

連絡先(TEL)：0548－53－2633 

上記以外の相談先（部署名）（注８） 

 

10 

農業振興地域の整備に関する法

律に基づく市町村の農業振興地

域整備計画の変更手続（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市農林

水産課 

担当者名（役職）：増田真也（主査）  

連絡先(TEL)：0548－53－2618 

11 
農地法に基づく農地転用許可

（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市農林

水産課 

担当者名（役職）：増田真也（主査）  

連絡先(TEL)：0548－53－2618 

12-

1 

森林法に基づく林地開発許可

（注６）（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市農林

水産課 

担当者名（役職）：増田真也（主査）  

連絡先(TEL)：0548－53－2618 

12-

2 

森林法に基づく保安林指定解除

手続、伐採及び伐採後の造林の

届出（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市農林

水産課 

担当者名（役職）：増田真也（主査）  

連絡先(TEL)：0548－53－2618 

13 

文化財保護法に基づく埋蔵文化

財包蔵地土木工事等届出、史

跡・名勝・天然記念物指定地の

現状変更許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 15 日 

自治体名及び部署名：牧之原市社会

教育課 

担当者名（役職）：森田周可（係長） 

連絡先(TEL)：0548－53－2646 

14 
土壌汚染対策法に基づく土地の

形質変更届出（※） 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日：令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県中部健

康福祉センター環境課 

担当者名（役職）： 辻むつみ（技官） 

連絡先(TEL)：054－644-4471 

15 
自然公園法に基づく特別地域・

特別保護地区内の行為許可 

□有 

■無 

□手続済 

□手続中 

□手続予定 

(  年 月予定) 

確認日： 令和 7年 5月 16 日 

自治体名及び部署名：静岡県自然保

護課 自然保護・管理班 

担当者名（役職）：笠原淳也（技師） 

連絡先(TEL)：054－221－2719 
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牧ノ原バイオガス発電所 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 
 

合同会社牧ノ原バイオガス発電所 
 代表社員⼀般社団法⼈牧ノ原バイオガス発電所  

野⾥電気⼯業株式会社 
 
 

 

野⾥電気⼯業株式会社 
⼯務事業本部 プラント
本部  

 

事業者 

職務執⾏者 岡⽥ 育⼤ 
  
 

保守点検責任者 

連絡先 088-679-9489   
 

 
主任技術者（※） 

⼀般財団法⼈中部電気保安協会牧ノ原営業所 
 連絡先 0548-22-5226 

連絡先 03-3458-3557 
 

（バイオガス製造業者) 
 

株式会社ゲネシス 
代表取締役  ⼤橋 徳久 
連絡先 0548-54-2525 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガスエンジン・発電機 

 

野⾥電気⼯業株式会社株式会社 
代表取締役 藤川 雅浩 

連絡先 06-6477-6000 

 

ヤンマーエネルギーシステム株式会社 
名古屋⽀店 静岡営業所 
連絡先 054-281-7633 
 

 
 

 

【③いわゆる GK-TK スキームによる再エネ発電事業の場合】 
匿名組合出資の出資持分の過半数を保有する出資者（いる場合のみ） 

アーキアエナジー株式会社 
代表取締役 植⽥ 徹也 
連絡先 03-6205-7579 
出資⽐率 100% 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社⽇本ユニテック 
（独 LIPP 社 ⽇本代理店) 
連絡先 03-6261-2833 

 
 

合同会社 

ガスエンジン・発電機・メタン発酵設備・導⼊準備等 

⼯務事業本部 プラント本部 
 

 
本部⻑ ⾼武 利久 
連絡先 03-3458-3557 

 

メタン発酵槽 

 

株主 / 出資者 

 



Thank You !!
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